
















































































か市川大介に弓を習い、橋本一巴に鉄砲を習い 平田三位から兵法を学ぶ以外に鷹狩りを行っている。こうした信長の日常生活からみて、正装を好まなかった理由が くわか 武芸や兵法 修練こそが青年期の信長の関心事であったと考える。　
このような信長の姿・行動に対して『信長公記』は世間が「大うつ



















































抜きを作り巻かせており、腰の周りは「猿 ひ 様に」燧袋やひょうたんを七つも八つも付け、袴は虎皮・豹皮で く れ る、という出で立ちで現れた。　
斉藤道三方は、信長は「実目になき人」だと言われているので仰天










































れ」るのだなと言わせたように、信長には武将の常識を越えた自由さと進取の気風があったのであ つまり信長 マスキュリニティーには、ごつごつした武将としての武芸と知性への渇望と共に、世間一般の男女が好むような性差を超えた芸能好きの側面も付け加えられていたこと なる。　
しかし戦国期の武士の常識は、舅道三と会見するような正式の場、



































































































い」 「天下泰平にして」 「生前の思ひ出」 「有りがたき次第」であり、「上古・末代」にもない、きわめて珍しいすばらしい機会 巡り会ったものだと思いつつ見物したという。　
天皇の「御歓喜」は斜めならず、信長の面目も数えられないくらい

































ことができるようになった夏用 高級 物 たことになる。ここでも武将たちは、当代 新しい最高級の織物を身に着けて行進したことがわかる。　
天正九年の信長の馬揃えの実態とそれに対する世間の評価は右のよ
うなものであった。二月二八日の天皇以下、公家から庶民にいたるまで大勢の人が見物し 馬揃えは、 「天下泰平」の証と て、人々の胸に刻まれた。 「天下布武」を目指した信長 、武力による平和ではあったが、天皇以下庶民には和平・平安な状態をもたらした権力 して歓迎されたの ある　
馬揃えの際の信長以下大名・武将・重臣たちの出で立ちには、蜀江














伝えられ、文禄元年には、西陣での自力生産がまさにはじまろうとしていた段階であったことがわかる。また の翌年 月に信長が着ていた着物は「京染」の小袖であったとあるので 辻 花染など京都で専ら生産された新しい染物は、 「京染」 総称される高級染物としての評判が確立し始めていたことも知られる。天正期、織物と染物で京都は別格の高級品生産を誇り始めていたことがわかる。　
こうした舶来品、日本での生産品を問わず、染め織り刺繍の最高級



































































































































な侍を「女の如 」 述べる。つまり女性 侍
（武士）
が妻となって存




















の大将を、最もよい主君と考えており、そ した大将や家臣団にとって、女性一般は男性 りも劣った属性をもつから、手本とはすべきないが の武士がいること 認めており、彼女 を含む女性特に妻は警戒すべき対象であった。男性武士のマスキュリニティーに って、女性は劣ってはいるが、侮れ 意識と行動を持つ存在であったと考えていたこと わかる。　
次に主君信玄と重臣の意見が対立したとき、また妻を離婚する場合






















妻の恥は夫の悪名であるとい ものであり、妻を離別して路頭に迷わせれば夫の名誉に関わると考えていることがわかる。生家の無く った妻を離別することは、夫に取って恥である いうのであ から、妻の生家がたとえ 家 敵味方 分かれ も、それぞれ 家が存続ている限り離婚も可能だが、家がなくな た段階では離婚すべき はない、というの 、戦国期の武士の考えであ ことになる。　
この小幡の返答に対して、信玄は「大義理の正しき道に免じて許












































かなったものとして、そこに書かれた条文を信長への諫めとして引用したのである。ここにおいて、信長の重臣たちも、信玄 重臣 同様の主君像を理想の主君 描いていたことがわかる。　
主君は倹約を守り、奢侈に陥らず、武士の気風を嗜むべきこと、家

















































































































ントに対し、京童たちは、興ざめしつつも「古今に傑出し給へる君」だと評している。つまりここに秀吉の信じるマスキュリニティーがあると思う。持 る莫大な富を家臣 分け与えることで、秀吉は自己の男性性・男らしさまた権力を示そうとしたと考 。　
秀吉の、手に入れたものは惜しげもなく天皇以下諸人に分配する、
という精神は、先述の慶長元年の明からの献上品と黒船 船荷 分配に引き継がれていった。秀吉のマスキュリニティーは、信長とは異なった形で発現している。秀吉は蔵入地 ら上がる膨大な金銀米銭や到来物、収集品を集め所持していた。これは印子金
（純金）
、舶来の高級











えられていた。 の信長の本領が発揮されたのは天正九年の馬揃えの衣装・馬具であり、京染めの小袖や中国から輸入された高級織物を衣装に仕立て、見物衆をあっと驚かせるような豪華絢爛でま 文化的香りの高い や をまとっていた。これが信長が世間に見せ いと思った自身のマスキュリニティー
（男性性）
であると思う。手に入りに



















つ男性の外形・衣装として現れる。その豪華な衣装を多くの人が見て、恩恵に与ることで、その豪華な品物の価値は倍増 。その姿は富・富貴と権力の象徴であるのだが、そう た高級品 生産する意欲をかきたて、国内機業や純金の鋳造などの鉱工業 発展を促すという副産物を残したのであった。
注（



































































































人信徒合計二六人の逮捕と処刑に発展 た （二十六聖人殉教事件） 。その原因はサン・フェリペ号の積荷没収の際、抗議した水先案内人が、スペイン国王の領土の大きさを世界地図で示し、国王は先ず宣教師を派遣して住民を懐柔し、その後軍隊を送って占領した 述べた 、秀吉
11
耳に聞こえ、宣教師への疑惑が高まったからという説、イエズス会とフランシスコ会士らスペイン系宣教団との対立が背景にあり、イエズス会の日本司教が秀吉にスペイン人を誹謗したのが原因 の説がある。後サン・フェリペ号の司令官は長崎を経てマニラに無事帰っており、秀吉は
積荷は没収したが、船の修理をさせ、要望の二倍の米、豚、鶏に酒・肴・うどん粉を加えて与え、船は三月初旬には帰国の途についた。
（
（（）	 『信長公記』巻四十、 『太閤記』上。
（
（（）	 『太閤記』上。
天正	（	年の馬揃えにおける信長の姿
（作画　阿部匡氏（本学卒業生））
『信長公記』に依拠した精密な再現画像である。
マスキュリニティーの発現形態とその観念・影響
11
